
６

秋
田
市
功
労
者
表
彰

秋
田
市
体
育
協
会
の
役

員
と
し
て
、
競
技
団
体
の

競
技
力
向
上
や
競
技
人
口

の
拡
大
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
７
月
12
日
(金)
午
前
10
時
30
分
か
ら
文
化
会
館
で
、
市
の
記
念
日
式
典

を
開
催
し
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
107
人
、
３
団
体
の
み
な
さ
ん
を
表
彰
す

る
と
と
も
に
、
特
別
感
謝
状
を
２
人
に
贈
呈
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
４
２
３

■
人
権

人
権
擁
護
委
員
▼

手
賀
 務
(南
通
)

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員
▼

阿
部
儀
信
(土
崎
港
)、

小
野
崎
光
明
(新
藤
田
)、
鈴
木
善
博
(河

辺
)、
佐
藤
勇
一
郎
(河
辺
)　
地
区
交
通

安
全
協
会
役
員
▼

芳
尾
 進
(土
崎
港
)

■
自
治
振
興

町
内
会
長
▼

齊
藤
碩
之
(千
秋
)、
大
村
克
彦

(楢
山
)、
武
田
章
男
(千
秋
)、
柏
谷
昭
彦

(保
戸
野
)、
那
波
紘
一
(大
町
)、
須
磨
満
彦

(山
王
)、
土
田
宏
一
(川
元
)、
平
澤
嗣
由

(牛
島
)、
平
野
秋
光
(旭
川
)、
半
田
 實
(柳

田
)、
森
山
武
智
男
(手
形
)、
福
原
英
典
(横

森
)、
佐
藤
 榮
(土
崎
港
)、
牛
嶋
道
夫
(将

軍
野
)、
武
藤
洪
平
(飯
島
)、
小
林
牧
子
(下

北
手
)、
熊
地
信
雄
(大
住
)、
武
田
誠
悦
(仁

井
田
)、
備
後
正
義
(河
辺
)、
佐
々
木
金
満

(河
辺
)、
佐
々
木
愼
也
(雄
和
)

■
市
民
生
活
　

消
費
生
活
審
議
会
委
員
▼

辻
篤
志
(大
町
)

■
社
会
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼

若
年
認
知
症
サ
ロ
ン

｢つ
ぼ
み
の
会
｣、
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
ひ
ま
わ
り
の
会

民
生
委
員
･児
童
委
員
▼

倉
嶋
種
臣
(寺
内

小
)、
東
海
林
ヒ
サ
子
(保
戸
野
)、
萬
屋
惠

美
子
(泉
)、
岡
田
徳
美
(新
屋
)、
佐
藤
弘

子
(新
屋
勝
平
)、
薩
摩
 澄
(飯
島
)、
佐
藤

欣
一
(飯
島
)、
伊
藤
 仁
(仁
井
田
)、
大
野

正
平
(河
辺
)、
藤
井
美
恵
子
(外
旭
川
)、

川
合
野
婦
子
(旭
北
)、
鈴
木
房
子
(牛

島
)、
土
田
由
仁
(港
北
)、
菅
野
ミ
チ
子

(新
屋
勝
平
)、
加
藤
照
子
(河
辺
)、
佐
藤

む
つ
子
(新
屋
勝
平
)、
佐
藤
武
夫
(東
)、

伊
藤
優
子
(桜
)、
佐
々
木
洋
子
(河
辺
)、

佐
藤
美
智
子
(築
山
)、
安
田
和
子
(下
新

城
)、
齊
藤
ち
づ
子
(雄
和
)、
小
林
紀
子

(中
通
)、
神
原
真
紀
子
(中
通
)、
荒
木
明

子
(牛
島
)、
飯
坂
律
子
(広
面
)、
熊
谷
聖

子
(上
北
手
)、
菊
地
峯
生
(寺
内
小
)

■
保
健
･医
療

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長
▼

今
井
洋
子

(御
所
野
)

一
般
表
彰
(敬
称
略
)

功
労
者
表
彰

特
別
感
謝
状

＊
(  )内
は
住
所
で
す
。
た
だ
し
、
民
生
委
員
･児
童
委
員
は
担
当
地
区
名
の
記
載
で
す
。

伊�

藤�

�

護�

朗�

�

さ
ん
(飯
島
)

秋
田
市
教
育
委
員
会
委

員
と
し
て
、
教
育
行
政
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見

や
提
言
を
行
っ
た
ほ
か
、

同
委
員
長
と
し
て
教
育
委
員
会
の
適
正
な
運

営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

進�

�

藤�

�

光�

�

子�

さ
ん
(手
形
)

河
辺
雄
和
商
工
会
な
ど

の
役
員
と
し
て
、
地
域
商

工
業
者
の
育
成
に
尽
力
さ

れ
た
ほ
か
、
移
住
定
住
の

促
進
や
地
域
資
源
の
発
掘
に
よ
り
、
地
域
商

工
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

木�

村�

�

友�

�

勝�

�

さ
ん
(河
辺
)

ダ
リ
ア
の
新
品
種
開
発

に
情
熱
を
注
ぎ
、
各
種
品

評
会
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
ほ
か
、
秋
田

国
際
ダ
リ
ア
園
を
開
園
し
、
ダ
リ
ア
の
普
及
･

需
要
拡
大
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鷲�

�

澤�

�

幸�

�

治�

さ
ん
(川
尻
)

中
華
民
國
工
商
協
進
会

理
事
長
と
し
て
、
秋
田
市

と
台
湾
と
の
経
済
交
流
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
両
者
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
促
進
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

黄�

�

茂�

�

雄�

さ
ん
(台
湾
)

秋
田
市
と
パ
ッ
サ
ウ
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
に
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
パ

ッ
サ
ウ
独
日
協
会
会
長
と
し
て
、
両
市
の
良
好

な
友
好
関
係
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ズ
ィ
ビ
レ
 ラ
ウ
シ
ャ
ー
さ
ん

(ド
イ
ツ
)

↑

た
　
た



７ 広報あきた　2019年７月５日号

■
環
境

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
▼

西
川

竜
二
(広
面
)　
不
法
投
棄
監
視
員
▼

長
谷

川
清
正
(河
辺
)、
船
木
秀
春
(濁
川
)、
伊

藤
兼
治
(下
浜
)、
深
井
博
文
(下
浜
)

■
産
業
振
興

商
業
振
興
▼

打
矢
隆
三
(牛
島
)、
加
藤
 清

(仁
井
田
)、
佐
藤
 豪
(潟
上
市
)、
船
橋
 通

(五
城
目
町
)、
岡
部
正
髙
(河
辺
)　
山
林

看
守
人
▼

永
井
廣
雄
(太
平
)　
林
道
管
理

責
任
者
▼

大
友
長
康
(下
浜
)、
伊
藤
清
四

郎
(下
浜
)

■
教
育
･文
化

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
▼

半
田
和
彦
(保

戸
野
)、
小
笠
原
 光
(泉
)　
文
化
振
興
▼

秋

田
長
持
唄
全
国
大
会
実
行
委
員
会

青

少
年
育
成
▼

稲
岡
万
紀
子
(旭
北
)、
笹
川

久
美
子
(新
屋
)、
斉
藤
公
博
(将
軍
野
)、
保

坂
仁
志
(飯
島
)、
吉
岡
幸
美
(下
浜
)、
渡
邉

順
子
(御
野
場
)、
渡
辺
雄
孝
(雄
和
)　

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
▼

石
井
徳
子
(飯

島
)
生
涯
学
習
奨
励
員
▼

鈴
木
捷
子
(大

住
)、
中
村
惠
美
子
(山
王
)、
加
藤
長
二
郎

(東
通
)、
三
浦
研
二
(土
崎
港
)、
加
賀
谷
ユ

ウ
子
(高
陽
)、
佐
々
木
成
子
(寺
内
)、
川
村

俊
春
(下
北
手
)、
佐
藤
光
春
(仁
井
田
)、
佐

藤
四
郎
(太
平
)、
大
竹
悦
子
(八
橋
)、
奈
良

章
子
(旭
川
)、
中
川
淑
子
(下
新
城
)、
伊
藤

子
(保
戸
野
)、
和
田
留
美
子
(飯
島
)、
鈴

木
ケ
イ
子
(新
屋
)、
後
藤
利
恵
子
(上
北

手
)、
髙
橋
敏
子
(金
足
)、
加
沢
 哲
(下
新

城
)、
來
栖
瑞
惠
(飯
島
)

■
都
市
整
備

都
市
環
境
の
創
造
お
よ
び
保
全
に
関
す

る
審
議
会
委
員
等
▼

野
口
秀
行
(東
京
都

世
田
谷
区
)、
恒
松
良
純
(宮
城
県
仙
台

市
)、
渡
部
髙
明
(青
森
県
八
戸
市
)

■
選
挙

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
▼

石
塚
小

枝
子
(河
辺
)

市では、市民活動団体などの提案をもとに、市と団体

との協働を推進するために｢秋田市協働サポート交付金

事業｣を行っています。今年度新たに採択された実施団

体と事業名は次のとおりです。

【問】中央市民サービスセンター☎(888)5642

■Code for Akita｢竿燈まつり魅力向上事業｣
■中央地域まちづくりプラットフォーム
「地域と住民を繋ぐ『情報プラットフォーム事業』」

■NPO法人ここはぐ｢一人一人を大切にする産前産後ケア｣

実施団体と事業名

５月29日、JA秋田なまはげ管内の３市が連携

し、地場産品の活用促進を図る「秋田中央地域地

場産品活用促進協議会(通称：｢農家のパーティ｣

ネットワーク)」の設立総会を行いました。総会

では、協議会の事業計画などについて審議し、取組内容

を確認しました。

今後は、互いの強みを生かしたプロモーション活動など

を、会員のみなさんとともに一体的に行っていきます。

協議会の会員募集中！ ともに活動する会員(農林漁
業者、卸･小売業者など)を通年で募集しています。
入会を希望されるかたは、産業企画課へお問い合わ
せください。☎(888)5724

５
月
29
日
の
設
立
総
会
で
。
左
か
ら

菅
原
広
二
男
鹿
市
長
、
穂
積
秋
田
市

長
、
京
極
芳
郎
JA
秋
田
な
ま
は
げ
代
表

理
事
組
合
長
、
藤
原
一
成
潟
上
市
長

協働のチカラで地域の課題を解決！

５
月
28
日
の
協
定
締
結
式
で

事業内容など、詳しくは市ホームページをご覧ください。
◆広報ID番号 1018756

地
場
産
品
を
売
り
込
み
ま
す
！

市
政

ト
ピ
ッ
ク
ス

↑

■特定非営利活動法人Akitaコドモの森「心と発達から子育
て世代の親子を支援する『キンダーカウンセリング事業』」

邦


